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 生神女マリヤの胎に主は宿り、降誕

された。洗礼を受けた者は聖神の働き

によって神の子と呼ばれ、主の降誕に

因って、私達は神・子の似姿に変えら

れ、神・父を見るまでに引き上げられ

ていく。人の洗礼はハリストスの降誕

にあたるともいえる。このことから、

洗礼を受けた者がその信仰を深め、高

めることによってその人のなかで、

神・言葉は絶えず新たにされ、成長し

ていくのである。それは少年の背丈が

伸び、成長し、成熟していく姿とかさ

なる。神の光栄は、人間であるという

言葉が伝えられている。神の似姿に創

造された人間は、神の子として完成さ

れていくという、人間観である。生神

女マリヤの胎に宿った主は人の子とし

て誕生されたように、洗礼は教会を母

マリヤの胎とした、主の降誕になぞら

えられる。 

 主は家畜小屋を選び降誕され、更に

飼い葉桶に身を委ねたように、私達の

汚れた器に身を委ねられた。ならばこ

の体の中に、この命のなかに飼い葉桶

を備え、降誕の時を共に迎えようでは

ないか。 

 人の喜びは神の恩恵がやってくるの

で湧き出すというよりは、神を自分の

なかに納めること。生命で受け取り、

闇夜のような己の魂の一番深いところ

に、主の降誕を求めなければならな

い。その喜びは自分だけにあるのでは

なく、隣人等との親しみ、そして愛が

なければ降誕の喜びは生まれないので

ある。 
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6
月
26
日
㈯
と
27
日
㈰
、
仙
台
正
教
会
に
お
い
て
教
区
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
最
小
限

の
人
数
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。
26
日
は
午
後
に
宗
務
局
理
事
会

が
行
わ
れ
、
主
日
奉
事
の
後
、
27
日
午
後
か
ら
教
区
会
議
が
始

め
ら
れ
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
ご
訓
示
に
始
ま
り
、
業
務
報

告
、
決
算
、
次
年
度
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
特
に
質
問
も
な
く

承
認
さ
れ
た
が
、
宣
教
献
金
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
は
目
標
額

を
下
回
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
老
朽
化
し
た
仙
台
の
信
徒

会
館
に
つ
い
て
、
東
日
本
の
教
区
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
重
要
性
を
鑑
み

て
、
教
区
と
し
て
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
、
財
政
を
含
め
て
積
極
的

に
検
討
し
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と

大
主
教
座
下
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
影
響

を
鑑
み
て
昨
年
同
様
交
付
さ
れ
る
特

別
交
付
金
の
配
分
に
つ
い
て
、
9

月
2
日
㈭
に
仙
台
で
宗
務
局
会
議

が
開
か
れ
て
決
め
ら
れ
た
。 

令
和
三
年
度 

教
区
会
議
と
全
国
公
会
の
開
催 

教区会議 6/26-27 仙台 

全国公会 7/10-11 東京 
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▲ニコライ会館で行われた公会本会議 

  

 長司祭ワシリイ加藤神父様ご永眠 

 休職されていたワシリイ加藤國枝神父様(88歳)が、6月25日

㈮に膵臓癌のためにご永眠され、6月30日㈬にセラフィム大主

教座下ご司祷のもと仙台正教会にて埋葬式が執り行われた。 

 加藤神父様は昭和47年輔祭叙聖、平成8年司祭叙聖、平成28

年に長司祭に昇叙されて、昨年1月に休

職された。戦後仙台の青年会発足時から

率先して教会教区の諸活動に奉仕され、

約50年にわたる神品職を全うされた。 

 1年半の闘病生活だったが、ご自宅で

マリヤ勢津マートシカと静かに過ごさ

れ、5月に急逝されたマリヤ姉の後を追

うようご永眠された。ワシリイ神父様の

大いなる功績に敬意を表すると共に永遠

の記憶を献じます。 

 

7
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰
に
東
京
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
お
い
て
今
年
度
の
全
国
公
会
が

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
同
様
多
く
の
代
議
員
が
欠
席
委
任
と
な
っ
た
。 

 

初
日
に
宗
務
総
局
か
ら
一
年
の
活
動
の
振
り
返
り
を
、
ま
た
全
国
宣
教
企
画
、

財
務
諮
問
、
諸
規
則
検
討
の
三
委
員
会
か
ら
は
刊
行
物
発
刊
や
財
務
関
係
の
統
一

さ
れ
た
指
標
作
成
、
教
団
憲
法
の
改
正
作
業
な
ど
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。 

 

二
日
目
は
収
支
決
算
報
告
、
予
算
審
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
宗

務
総
局
か
ら
は
自
給
神
品
の
服
務
規
定
を
制
定
し
た
こ
と
、
ま
た
二
〇
〇
八
年
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
豊
橋
正
教
会
の
全
面
補
修
工
事
、
山
手
正
教
会
の
新

聖
堂
建
設
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。
人
事
で
は
横
浜
正
教
会
の
管
轄
を
小
田
原
の

デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中
神
父
が
兼
務
し
、
本
会
の
ガ
ブ
リ
イ
ル
田
中
神
父
が
補
助
司

祭
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
公
会
聖
体
礼
儀
中
、
大
阪
正
教
会
の

ニ
コ
ラ
イ
松
田
光
剛
輔
祭
が
長
輔
祭
に
昇
叙
さ
れ
た
。 

▲長輔祭に昇叙されたニコライ松田師 
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セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、
基
本
的
に
月
２

回
の
主
日
聖
体
礼
儀
を
東
京
復
活
大
聖
堂
（
ニ
コ

ラ
イ
堂
）
に
お
い
て
ご
司
祷
さ
れ
、
ま
た
様
々
な

会
合
へ
の
出
席
や
教
団
全
体
へ
の
配
慮
を
継
続
な

さ
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

危
ぶ
ま
れ
た
時
期
に
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
は
参
祷
自
粛

と
な
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
等
が
解
か
れ
た
後

は
、
一
般
信
徒
の
参
祷
も
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
。 

▲ 9/12 東京復活大聖堂教会のガウリイル横山誠

也兄がセラフィム大主教座下によって副輔祭に祝福

された。 

▲ 10/12 ロシア大使館を訪問され、オヴェチコ・
ゲンナーディー臨時大使とロシア主教会議や日ロ正
教会交流関連の意見交換を行った。 

▲ 9/12 ダニイル府主教座下の聖名祭に、モスクワ
の大公聖ダニイルの転達を祈るモレーベンが行われ、

セラフィム大主教座下より祝辞が述べられた。     

▲ 8/19 主の変容祭に果物の成聖 

▲ 10月より参祷自粛が解かれたニコラ

イ堂で久しぶりの信徒領聖 
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函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
主
の
復
活
聖
堂
） 

 

 
 
 
 
 
 

聖
堂
耐
震
化
及
び
保
存
修
理
工
事  

▲鐘楼直下の基礎工事 

▲鐘楼天井周囲を鉄骨で補強 

▲新たに正門も耐震化 

▲屋根の葺き替え工事が進行中 

 

函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
聖
堂
保
存
修
理
工
事
は
予
定
通
り
進

み
、
現
在
は
鐘
楼
・
聖
所
の
ク
ー
ポ
ル
上
部
ま
で
聖
堂
全
体
に
足
場
が

組
ま
れ
て
い
る
。
足
場
は
強
風
対
策
の
為
に
三
重
の
構
造
に
し
て
ワ
イ

ヤ
ー
と
支
柱
で
支
え
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲
は
鋼
板
で
覆
わ
れ
た
。 

 

す
で
に
聖
堂
耐
震
化
の
工
事
は
完
了
し
、
鐘
楼
直
下
に
新
し
い
基
礎

を
作
り
、
屋
根
か
ら
補
強
材
の
ア
ラ
ミ
ド
ロ
ッ
ド
を
壁
面
に
埋
設
し
て

基
礎
に
連
結
さ
れ
た
。
ま
た
、
鐘
楼
天
井
周
囲
を
鉄
骨
で
補
強
し
た
。

聖
堂
の
内
部
も
イ
コ
ン
や
壁
の
漆
喰
の
補
修
、
窓
枠
な
ど
の
塗
装
の
た

め
に
足
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
イ
コ
ン
の
修
復
は
来
年
夏

か
ら
3
か
月
か
け
て
境
内
地
の
作
業
小
屋
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。  

 

屋
根
は
緑
青
で
覆
わ
れ
聖
堂
の
特
徴
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
工
事
で
は
緑
青
を
化
学
的

に
発
生
さ
せ
た
加
工
銅
板
を
使
用
す
る
が
、
経
年

で
ど
の
よ
う
に
発
色
す
る
か
、
少
々
不
安
で
あ

る
。
ク
ー
ポ
ル
も
銅
板
を
張
替
え
、
塗
装
す
る
。 

 

工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
、
い
く
つ
か
の
変
更
点

も
出
て
い
る
。
特
に
正
門
の
耐
震
化
が
新
た
に
提

案
さ
れ
、
今
後
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
工
事
計
画

が
策
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
工
事
終
了
時
期
に
つ
い

て
は
、
当
初
来
年
十
一
月
末
の
聖
堂
本
体
工
事
の

竣
工
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
三
年
一
月
中
旬

に
延
期
さ
れ
、
同
年
春
に
境
内
の
回
復
工
事
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。  
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聖
体
礼
儀
の
始
ま
り
。
正
面
の
天
門
が
開
け
ら

れ
、
司
祭
は
宝
座
の
上
に
置
か
れ
た
金
装
の
福
音

書
を
両
手
に
し
て
握
り
、
立
て
た
ま
ま
上
下
、
左

右
に
動
か
し
な
が
ら
『
父
と
子
と
聖
神
の
国
は
崇

め
讃
め
ら
る
、
今
も
い
つ
も
世
々
に
』
と
い
う
神

を
讃
揚
す
る
言
葉
を
大
き
な
声
に
の
せ
ま
す
。
こ

の
神
聖
な
言
葉
は
聖
体
礼
儀
と
結
び
付
い
て
い

た
、
洗
礼
式
や
婚
配
式
な
ど
も
同
様
の
言
葉
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
神
を
讃
揚
し
て
始
め
る
の
は
創
造

主
、
全
能
者
で
あ
る
神
の
光
栄
を
表
す
た
め
の
儀

式
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
生
活
の
す
べ
て
も
、
や
は
り
神
の
光
栄
に
あ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。
例
え
ば
自
分
や
家
族
の
健
康
や
利
益
の
為
に
祈
る
時
に
も
、
や

は
り
神
に
光
栄
を
帰
し
て
祈
祷
は
始
め
ら
れ
ま
す
。
私
達
が
神
を
讃
揚

し
神
に
光
栄
を
帰
し
て
総
て
の
祈
り
が
行
わ
れ
る
の
は
、
神
の
祝
福
と

助
け
、
成
聖
を
賜
わ
る
為
で
す
。
『
父
と
子
と
聖
神
の
国
は
ー
』
を
聞

き
な
が
ら
頭
を
下
げ
、
十
字
を
描
く
と
き
、
こ
の
言
葉
と
外
儀
に
よ
っ

て
私
達
の
命
は
輝
き
、
生
活
の

日
々
は
新
た
に
さ
れ
て
ゆ
く
の

で
す
。
日
常
生
活
に
於
け
る
衣

食
住
。
貧
し
い
中
身
で
あ
っ
て

も
神
の
祝
福
に
因
っ
て
成
聖
さ

れ
、
真
の
豊
か
な
生
活
へ
と
変

え
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

神
に
よ
る
創
造
の
全
て
は
、

神
の
光
栄
の
為
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
聖
体
礼
儀
に
於
け
る
最
初
の

聖
歌
（
百
二
聖
詠
）
、
晩
課
の
始
ま
り
に
歌
う
聖
歌
（
百
三
聖
詠
）

で
は
、
神
の
創
造
を
崇
め
讃
美
し
て
い
ま
す
。
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
万

物
は
皆
、
神
の
御
旨
に
よ
り
そ
の
光
栄
の
為
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
天

地
の
諸
々
の
生
き
も
の
、
言
葉
を
持
た
な
い
花
も
木
も
草
も
、
山
も

海
も
総
て
の
造
物
は
神
は
全
能
な
り
、
叡
智
な
り
と
、
存
在
そ
の
も

の
で
神
の
光
栄
を
現
し
て
い
る
の
で
す
。
神
は
愛
に
よ
っ
て
、
人
を

神
の
像
と
肖
に
従
っ
て
造
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
神
父
の
愛
は
独
り

子
を
遣
わ
し
て
、
十
字
架
・
復
活
そ
し
て
昇
天
、
父
の
右
に
座
し
て

い
る
事
を
知
ら
し
め
、
更
に
聖
神
を
遣
わ
し
て
人
々
に
共
動
し
、
神

を
知
る
時
と
力
を
与
え
、
人
を
神
の
本
性
に
あ
ず
か
る
も
の
と
さ
れ

た
の
で
す
。 

 

一
方
パ
ニ
ヒ
ダ
な
ど
諸
祈
祷
を
開
始
す
る
と
き
は
『
我
ら
の
神
は

常
に
崇
め
讃
め
ら
る
ー
』
と
な
り
、
「
父
と
子
と
聖
神
の
ー
」
の
部

分
は
「
神
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
祈
祷
の
中
で
単
に
神
、
あ
る
い
は

主
、
と
呼
ぶ
と
き
も
常
に
至
聖
三
者
で
あ
る
神
に
向
け
ら
れ
、
神
・

父
は
全
愛
に
因
っ
て
私
達
に
向
か
い
、
神
・
子
は
私
達
の
為
に
中
保

し
、
聖
神
は
私
達
と
共
に
働
く
こ
と
を
信
ず
る
の
で
す
。
ま
た
神
の

国
と
は
私
達
と
神
と
の
交
わ
り
に
あ
る
永
遠
の
生
命
で
あ
り
、
永
遠

の
生
命
と
は
神
・
父
と
神
・
子
、
神
・
聖
神
と
の
交
わ
り
に
預
か
る

生
命
と
い
う
こ
と
で
す
。
祈
祷
に
立
ち
、
「
父
と
子
と
聖
神
の
国

は
ー
」
の
言
葉
を
聞
く
と
き
は
心
を
引
締
め
、
自
分
の
終
着
と
、
新

た
な
出
発
に
い
る
こ
と
を
念
じ
て
一
心
に
神
の
国
に
歩
ま
ん
と
す
る

覚
悟
を
憶
え
、
救
い
の
流
れ
に
い
る
自
分
を
確
か
め
る
祈
り
の
時
と

し
ま
し
ょ
う
。 

『父と子と聖神の国は崇
あ が

め讃
ほ

めらる』 長司祭 マルコ 小池祐幸 
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北海道ブロック宣教会議 
 

8
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
の
両
日
に
わ
た
り
、
今
年
度
の
第
一
回

宣
教
会
議
が
、
初
め
て
会
議
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、
函
館
・
札
幌
・

釧
路
・
仙
台
を
結
ん
で
テ
レ
ビ
会
議
を
行
っ
た
。
道
内
の
全
管
轄
司

祭
、
全
宣
教
委
員
、
釧
路
と
仙
台
か
ら
聖
歌
研
修
会
講
師
の
二
人

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
が
参
加
し
、
復
活
祭
以
後
の
主
だ
っ
た
教
会
活

動
の
報
告
、
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
諸
行
事
の
打
ち
合
わ
せ
、
今

後
の
宣
教
会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
次
回
11
月
の
会

議
ま
で
に
具
体
的
な
宣
教
ア
イ
デ
ア
を
各
自
提
案
す
る
こ
と
も
申
し

合
わ
せ
、
久
し
ぶ
り
に
実
り
多
い
話
し
合
い
が
で
き
た
。 

 

リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
は
初
の
試
み
だ
が
、
対
面
と
変
わ
ら
ぬ
有
効

性
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

▲4か所をつないで行われたZoomによる宣教会議 

東北ブロック宣教会議 

 

10
月
21
日
㈭
、
令
和
三
年
度
第
一
回
目
と
な
る
東
日
本
主
教
教

区
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
委
員
会
が
、
一
関
正
教
会
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
っ
て
長
司
祭
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様
を
記
憶
す
る
リ

テ
ィ
ヤ
を
行
っ
た
。
会
議
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
各
教
会
の
状
況

報
告
が
な
さ
れ
、
教
会
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
対
処
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
今

後
の
行
事
開
催
の
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ま
た
、
教
区
出
版

物
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
提
案
が
な
さ
れ
、
発
刊
に
む
け
て
準
備
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
教
区
報
や
播
か
れ
た
種
の
発
行
日
や

内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。  



8 

▲エフレム後藤神父のヘルヴィムの歌の講義 

▲久しぶりの対面による研修会 

北海道ブロック 

   聖歌リーダー研修会 

 

11
月
3
日
㈬
、
函
館
正
教
会
に
お
い
て
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

皆
が
集
ま
っ
て
の
対
面
に
よ
る
研
修
は
久
し
ぶ
り
で
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
も
多
少

落
ち
着
き
、
参
加
人
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。 

 
講
師
で
あ
る
エ
カ
テ
リ
ナ
児
玉
姉
、
エ
レ
ナ
笠
原
姉
の
周
到
な
準
備
に
よ
り
、
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
て
、
現
在
の
活
動
状
況
や
課
題
、
奉
仕
の
中
で
何
を
大
事

に
し
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
の
聖
歌
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
藤
神
父
に
よ
る
聖
歌
の
解
説
も
大
い

に
勉
強
と
な
っ
た
。
一
回
の
会
合
で
聖
歌
研
修
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
打
ち
出
す

こ
と
は
も
と
よ
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
聖
歌
隊
員
の
力
量
に
応
じ
な
が
ら
、

意
欲
的
な
活
動
に
取
り
組
も
う
と
い
う
確
認
が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た
。
奉
仕
者
一

人
一
人
の
悩
み
や
要
望
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
よ
り
実
り
あ
る
研
修
に
し
て
行
く
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
継
続
し
て
い
く
。 

 

毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
合
わ
せ
行

わ
れ
て
い
る
「
文
化
講
演
会
」
が
今
年
も
北
鹿

教
会
に
て
行
わ
れ
た
。
秋
田
県
内
で
は
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
も
あ
る
程
度
落
ち
着
き
、
そ
の
影

響
も
あ
っ
て
か
今
年
は
昨
年
を
大
き
く
上
回
る

来
場
者
が
あ
っ
た
。
講
演
会
は
教
会
周
辺
地
域

の
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
て
お
り
、
地
域
の

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
北
鹿
教
会
の
生
神
女
福

音
会
堂
を
通
じ
て
宣
教
を
行
う
と
い
う
催
し
。 

 

今
年
は
山
下
り
ん
の
ロ
シ
ア
留
学
と
そ
の
苦

悩
を
掘
り
下
げ
、
当
時
の
ロ
シ
ア
イ
コ
ン
を
め

ぐ
る
状
況
、
正
教
会
に
と
っ
て
の
イ
コ
ン
の
意

義
、
り
ん
が
イ
コ
ン
を
描
き
続
け
た
こ
と
と
正

教
会
の
信
仰
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
ど
を
テ
ー

マ

に

講

演

を

行

っ

た
。
講
演
会
の
前
に

は
20

分
ほ
ど
の
感
謝

祈
祷
が
行
わ
れ
、
り

ん
の
イ
コ
ン
が
単
な

る
芸
術
作
品
と
し
て

展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
実
際
の

信
仰
の
現
場
に
お
い

て
、
大
切
な
祈
祷
の

道
具
と
し
て
今
も
用

い
ら
れ
て
い
る
様
子

が
示
さ
れ
た
。 

文化講演会 【北鹿正教会】 
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こ
の
度
、
中
新
田
正
教
会
の
教
会
墓
地
の
一

角
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
八
端
十
字
架
を
頂
く

「
中
新
田
正
教
会
共
葬
墓
地
」
が
設
置
さ
れ
、

8
月
29
日
㈰
に
成
聖
さ
れ
た
。
予
ね
て
か
ら

の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
お
墓
の
問

題
解
消
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

墓
地
は
焼
骨
を
骨
壺
に
入
れ
た
ま
ま
安
置
す

る
形
が
と
ら
れ
た
。
共
葬
墓
地
使
用
規
定
と
細

則
も
取
り
決
め
ら
れ
、
す
べ
て
永
代
契
約
と

し
、
中
新
田
教
会
所
属
の
信
徒
だ
け
で
な
く
、

日
本
正
教
会
の
信
徒
で
あ
れ
ば
誰
で
も
使
用
で

き
る
。 

 

釧
路
教
会
で
は
、
釧
路
市
紫
雲
台
に
あ
る
市

営
墓
地
内
に
納
骨
堂
を
建
立
し
、
10
月
15
日

に
成
聖
式
を
行
っ
た
。
二
〇
一
七
年
、
あ
る
信

徒
が
自
家
墓
所
の
縮
小
整
備
を
行
っ
た
こ
と
で

空
い
た
場
所
を
、
釧
路
教
会
墓
地
と
し
て
使
用

す
る
権
利
を
得
て
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
結

果
、
営
利
目
的
で
は
な
く
信
徒
の
永
代
供
養
を

目
的
と
し
、
教
会
自
身
が
管
理
運
営
を
し
て
い

く
納
骨
堂
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

納
骨
堂
の
外
観
上
の
特
徴
は
、
正
面
左
右
に

設
置
し
た
ハ
リ
ス
ト
ス
と
生
神
女
の
モ
ザ
イ
ク

イ
コ
ン
で
あ
る
。
内

部
奥
に
も
ハ
リ
ス
ト

ス
の
復
活
の
イ
コ
ン

が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
は
山
田
正
教
会

の
外
壁
に
設
置
さ
れ

た
モ
ザ
イ
ク
イ
コ
ン

と
同
じ
工
房
で
製
作

さ
れ
た
。
納
骨
堂
内

の
左
右
壁
際
に
設
置

さ
れ
た
石
板
棚
に
、

百
六
十
体
分
ほ
ど
の

骨
箱
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。 

 

盛
岡
正
教
会
の
信
徒
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ギ
イ
森

谷
耕
太
郎
兄
の
篤
志
で
、
昨
年
か
ら
計
画
が
進

め
ら
れ
て
き
た
聖
堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
今
夏
に

完
成
し
、
夕
方
か
ら
夜
九
時
頃
に
か
け
て
聖
堂

を
美
し
く
照
ら
し
て
い
る
。
聖
堂
は
丘
の
中
腹

に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
下
を
走
る
国
道
4
号

線
か
ら
も
よ
く
見
え
る
。
聖
堂
が
明
る
く
照
ら

さ
れ
て
教
会
の
存
在
が
よ
り
広
く
認
知
さ
れ
、

今
後
の
宣
教
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

10
月
23
日
㈯
の
主
日
前
晩
祷
後
に
は
「
聖

堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
会
」
と
し
て
完
成
お
披

露
目
を
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聖
堂
公

開
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
告
知
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
を
上
回
る
数

の
見
学
者
が
教
会

を
訪
れ
た
。
想
像

以
上
に
教
会
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ

て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
を
今
後
の
活
動

計
画
の
弾
み
と
し

て
、
引
き
続
き
宣

教
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。 

中
新
田
正
教
会
「
共
葬
墓
地
」 

釧
路
正
教
会
「
納
骨
堂
」 

盛
岡
正
教
会
「
聖
堂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」 
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長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明 

 
 

天
主
経 

 

私
た
ち
正
教
徒
に
と
っ
て
、
食
事
を
す
る
前

に
祈
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。
食
前
の
祈

り
と
し
て
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
「
天
に
い

ま
す
」
で
始
ま
る
「
天
主
経
」
で
す
。
「
天
主

経
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
祈
り
が
あ
る
た
め
で

す
。 

「
我
が
日
用
の
糧
を
、
今
日
、
我
等
に
与
え

給
え
」 

 

 

「
日
用
」
と
は
「
そ
の
日
の
た
め
の
」
と

い
う
意
味
で
、
一
日
一
日
、
自
分
に
足
り
る

分
だ
け
の
糧
を
神
様
に
願
い
ま
す
。
「
有
り

余
る
ほ
ど
に
」
「
ず
っ
と
こ
れ
か
ら
も
」
と

祈
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
祈
り
の
基
礎
に
は
、
神
様
の
摂
理

に
よ
っ
て
、
今
日
、
糧
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

を
信
じ
る
信
仰
が
必
要
で
す
。
今
日
の
食
事

は
、
私
が
働
い
た
お
金
で
私
が
手
に
入
れ
た

も
の
、
と
い
う
高
慢
な
感
覚
を
「
食
前
の
祈

り
」
は
殺
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

「
糧
」
と
は
、
文
字
通
り
に
は
「
パ
ン
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
食
事
一
般
を
指
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
「
肉
体
的
な

糧
」
と
共
に
「
精
神
的
な
糧
」
を
も
意
味
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
体
と
心
の
両
面
が
一
つ
に

な
っ
て
い
る
存
在
だ
か
ら
で
す
。 

 

御
聖
体 

 

 

「
日
用
の
」
と
訳
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
は
「
エ

ピ
ウ
ー
シ
オ
ス
」
と
い
い
、
別
の
意
味
と
し
て

「
本
質
の
上
を
い
く
」
「
自
然
を
越
え
た
」
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
聖
師

父
た
ち
は
、
こ
の
「
エ

ピ
ウ
ー
シ
オ
ス
の
糧
」

と
は
、
天
の
パ
ン
で
あ

る

ハ

リ

ス

ト

ス

ご

自

身
、
つ
ま
り
御
聖
体
を

意
味
し
て
い
る
と
解
釈

し
ま
す
。 

 

聖
体
礼
儀
の
中
で
、

領

聖

の

前

に
「
天

主

経
」
を
唱
え
る
の
は
、

ハ
リ
ス
ト
ス
の
尊
体
尊

血
を
食
す
た
め
の
心
の

準
備
な
の
で
す
。
領
聖

は
、
神
様
と
私
た
ち
の

交
わ
り
と
一
致
を
も
た

ら

す

恵

み

を

与

え

ま

す
。
逆
に
言
え
ば
、
普

段
の
食
事
の
前
に
「
天

主
経
」
を
祈
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
食
事
も

「
神
と
の
交
わ
り
」
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

も
う
一
つ
の
「
食
前
の
祈
り
」 

 

「
小
祈
祷
書
」
に
は
、
も
う
一
つ
、
食
前
の
祈

り
と
し
て
次
の
短
い
祈
り
も
あ
り
ま
す
。 

「
主
よ
、
衆
人
の
目
は
爾
を
望
む 

 

爾
は
時
に
従
い
て
彼
等
に
糧
を
賜
う 

 

爾
の
豊
か
な
る
手
を
開
き
て
、 

 

諸
々
の
生
け
る
者
を
爾
の
恵
み
に
飽
か
し
む
」 

 

こ
れ
は
、
第
百
四
十
四
聖
詠
（
詩
編
１
４
５
）

か
ら
抜
粋
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
旧
約
聖
書

の
言
葉
を
、
今
も
「
生
き
た
言
葉
」
と
し
て
日
々

使
用
し
て
い
る
の
で
す
。
今
か
ら
約
三
千
年
前
も

の
昔
に
ダ
ヴ
ィ
ド
王
が
祈
っ
た
祈
り
で
す
。
そ
の

頃
、
日
本
は
ま
だ
縄
文
時
代
で
し
た
。
世
界
各
地

に
紀
元
前
の
古
い
遺
跡
や
遺
物
が
存
在
し
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
皆
、
い
わ
ば
「
死
ん
だ
も
の
」
で

す
。
し
か
し
、
聖
書
の
言
葉
は
「
生
き
て
」
い
ま

す
。
聖
書
の
言
葉
を
元
に
し
て
い
る
正
教
会
の
祈

り
の
言
葉
を
口
に
出
す
時
、
そ
れ
ら
は
時
空
を
超

え
て
今
、
自
分
の
唇
の
上
に
あ
る
こ
と
に
も
思
い

を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

言
葉
の
意
味 

 

こ
の
食
前
の
祈
り
は
、
短
い
な
が
ら
も
深
い
意 
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味
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
天
主
経
の
代
わ
り
に

こ
の
「
主
よ
、
衆
人
の
目
は
」
を
お
祈
り
す
る
こ

と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
以
下
に
言
葉
の
意
味
を
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。 

 

「
主
よ
」
：
神
様
に
対
し
て
「
主
よ
」
と
呼
び
か

け
る
の
は
聖
書
時
代
か
ら
の
伝
統
。
自
分
た
ち
は

神
様
の
し
も
べ
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
た
ら

す
。 

「
衆
人
の
目
は
爾
を
望
む
」
：
「
す
べ
て
の
人
」

「
す
べ
て
の
被
造
物
」
は
、
神
様
に
心
の
目
を
注

い
で
い
る
。
「
望
む
」
と
は
、
「
待
っ
て
い
る
」

「
期
待
し
て
い
る
」
「
信
頼
し
て
い
る
」
と
い
う

意
味
。
す
べ
て
を
創
造
し
た
神
様
に
心
を
向
け

る
。
し
か
し
、
人
間
だ
け
が
、
神
様
の
方
に
目
を

向
け
な
い
で
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
に
向
け
て
い

る
の
で
は
？  

「
時
に
従
い
て
」
：
こ
の
「
時
」
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
で
「
エ
ウ
ケ
リ
ア
」
と
い
い
「
善
い
時
」
「
ふ

さ
わ
し
い
機
会
」
と
い
う
意
味
。
神
様
が
愛
と
善

を
も
っ
て
万
物
を
「
摂
理
」
な
さ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。 

「
彼
等
に
糧
を
賜
う
」
：
「
糧
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語

は
「
レ
ヘ
ム
」
で
「
パ
ン
」
、
ギ
リ
シ
ャ
語
は

「
ト
ロ
フ
ィ
ン
」
で
「
食
物
」
「
養
分
」
と
い
う

意
味
。
食
べ
物
を
与
え
て
生
命
を
支
え
て
い
る
の

は
神
様
。
金
口
イ
オ
ア
ン
は
「
実
に
果
実
を
生
じ

さ
せ
る
の
は
雨
で
も
地
で
も
空
気
で
も
な
く
、
天
地

創
造
の
時
の
神
の
命
令
で
あ
る
」
と
教
え
て
い
る
。 

「
爾
の
豊
か
な
る
手
を
開
き
て
」
：
「
手
を
開
く
」

と
は
、
聖
書
の
中
で
は
「
心
を
開
い
て
受
け
入
れ

る
」
「
憐
れ
み
を
施
す
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
（
申

命
記
15:

8
、
15:

11
な
ど
を
参
照
）
。
「
神
の
開

か
れ
た
手
」
と
い
う
言
葉
は
、
神
様
の
大
い
な
る
愛

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。 

「
諸
々
の
生
け
る
者
を
」
：
生
命
あ
る
す
べ
て
の
も

の
を
。
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
を
。 

「
爾
の
恵
み
に
飽
か
し
む
」
：
「
恵
み
」
の
ヘ
ブ
ラ

イ
語
「
ラ
ツ
ォ
ン
」
も
、
ギ
リ
シ
ャ
語
「
エ
ウ
ド
キ

ア
」
も
、
「
善
き
意
志
」
と
い
う
意
味
で
、
聖
書
で

は
「
神
に
喜
ば
れ
る
こ
と
」
「
神
の
旨
に
か
な
う
こ

と
」
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
感
謝
し
て
食
事
す
る
こ

と
は
、
「
神
に
喜
ば
れ
る
」
と
い
う
喜
び
を
も
た
ら

す
。
「
飽
か
し
む
」
は
「
満
た

す
」
「
満
足
さ
せ
る
」
と
い
う

意
味
。 

 

食
前
の
祈
り
の
大
切
さ 

 

聖
書
で
は
「
絶
え
ず
祈
る
」

こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
し
か
し
現
実
的
に
そ
れ
が

難
し
い
私
た
ち
で
あ
っ
て
も
、

「
時
に
従
っ
て
」
祈
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
こ
の
「
時
」
を
、
食
前
と
し
て
お
け

ば
、
「
祈
る
時
」
を
逃
す
こ
と
は
な
い
と
言
え
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
は
必
ず
食
事
を
す
る
時
間
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。 

 

「
い
の
ち
」
は
、
食
物
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
「
い
の
ち
」
と
い
う
「
恵
み
」
を
今
日
も
与
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
神
様
で
あ
る
と
い
う
信

仰
を
確
認
し
、
深
め
、
感
謝
と
讃
美
を
さ
さ
げ
る

こ
と
が
、
本
来
の
人
間
の
姿
な
の
で
す
。
そ
の
姿

を
「
食
前
の
祈
り
」
は
構
築
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
神
ハ
リ
ス
ト
ス
と
交
わ
る
聖
体
機
密
こ
そ

が
私
た
ち
の
本
当
の
「
い
の
ち
」
を
支
え
る
食
事

で
あ
る
と
い
う
確
信
へ
導
い
て
く
れ
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で 

  

世
界
に
吹
き
荒
れ
て
い
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い

う
嵐
の
中
で
、
教
会
に
参
祷
す
る
こ
と
が
困
難
な

時
代
が
続
い
て
い
ま
す
。
教
会
に
来
て
祈
れ
な
い

分
、
家
庭
で
祈
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
コ
ン
の
前
に
立
っ
て
時

間
を
か
け
て
祈
祷
す
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
毎
日
、
「
食
前
の
祈
り
」
を
心
を
込

め
て
祈
り
、
神
様
に
心
を
向
け
る
こ
と
の

重
要
さ
も
改
め
て
認
識
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

す
べ
て
を
摂
理
な
さ
っ
て
い
る
神
様
に

心
を
向
け
て
、
神
へ
の
讃
美
と
感
謝
と
畏

怖
を
も
ち
、
食
事
を
通
し
て
神
様
と
の
交

わ
り
が
出
来
る
こ
と
を
喜
び
ま
し
ょ
う
。 



人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
２
１
年
５
月
～
２
０
２
１
年
11
月
） 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

釧
路 

 

オ
リ
ガ 

田
中
サ
ダ
子 

7
月
18
日 

札
幌 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
清
水
飛
伽 

11
月
12
日

盛
岡 

 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
渋
谷
久
徳 

6
月
20
日 

 
 

 

 
 
 
 

フ
ォ
テ
ィ
ナ
竹
田
理
佐 

6
月
20
日

山
田 

 

パ
ウ
ェ
ル 

中
野
實 

 

11
月
2
日 

中
新
田 

ハ
リ
ス
テ
ィ
ナ
板
垣 

楓  

9
月
26
日 

 
 
 
 

マ
ク
リ
ナ 

板
垣
吏
莉  

9
月
26
日 

 
 
 
 

ハ
リ
ト
ン 

板
垣 

樹  

9
月
26
日 

 
 
 
 

エ
リ
ザ
ベ
タ
渡
邊
莉
子 

9
月
26
日 

 
 
 
 

ア
ン
ナ 

 

高
橋
シ
ギ
子
11
月
27
日   

 
 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

釧
路 

 

マ
リ
ヤ 

 
川
上
イ
ネ 

5
月
2
日 

 
 
 
 

ス
テ
フ
ァ
ン
岩
崎 

寛 

5
月
2
日 

斜
里 

 

ア
ニ
シ
ヤ 

佐
藤
き
わ 

9
月
12
日 

上
武
佐 

エ
ラ
ス
ト 

小
森 
堯 

9
月
13
日

札
幌 

 

モ
イ
セ
イ 

田
中 

稔 
5
月
21
日 

 
 
 
 

イ
グ
ナ
テ
ィ
水
嶋
哲
也 

5
月
22
日 

小
樽 

 

ニ
キ
タ 

 

田
中
千
千
穂
9
月
26
日 

函
館 

 

ア
ン
ブ
ロ
シ
イ
花
野
英
昭 

5
月
3
日 

 
 
 
 

イ
リ
ヤ 

 

吉
川
征
悦 

6
月
5
日 

上
磯 

 

イ
リ
ナ 

 

田
中
利
代
子
8
月
26
日 

遠
野 

 

マ
カ
リ
イ 

荒
川
京
一 

4
月
11
日 

 
 
 

 
 
 
 

ミ
ハ
イ
ル 

荒
川
富
美
男
5
月
10
日

北
鹿 

 

マ
リ
ヤ 

 

川
瀬
セ
キ 

7
月
31
日 

 
 

盛
岡 

 

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
湊 

芳
枝 

11
月
10
日 

十
文
字 

プ
ロ
ク
ル 

佐
藤
英
光 

6
月
9
日 

盛 
 

 

カ
ッ
シ
ア
ン
菊
池 

隆 

8
月
21
日

盛 
 
 

エ
ル
ミ
イ 

伊
勢
重
徳  

10
月
3
日 

仙
台 

 

マ
リ
ヤ 

 

加
藤
勢
津 

5
月
27
日 

 

長
司
祭
ワ
シ
リ
イ 

加
藤
國
枝 

6
月
25
日 

 
 
 
 

ア
ン
ナ 

 

菊
池 

道 

9
月
9
日 

 
 
 
 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
遊
佐
咲
郎 

10
月
23
日 

中
新
田 

ニ
コ
ラ
イ 

西
村
仁
美 

8
月
10
日 

白
河 

 

ユ
リ
ヤ 

 

小
木
原
昭
子
5
月
13
日 

 
 
 
 

イ
リ
ナ 

 

堀
田
キ
ヨ 

10
月
31
日  

 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

 

－ 宣教献金の御礼とお願い － 
＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします 

皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は381件1,936,000円の宣教献金が寄

せられ、わずかに目標額に届きませんでしたがご協力に感謝申し上げます。 

今年も年末が近づき来年に向けて教区の宣教献金募集の時期になりました。

下記の要領で募集いたしますので、ご協力をお願い申し上げます。 
 

記 
 

■２０２１年度宣教献金目標額  ２００万円 

■献金額   1口  ３,０００円（1口以上を目安にお願いいたします） 

■献金方法   同封の郵便振替用紙に住所、所属教会名、聖名、氏名を記入しこれまで   

         通り、最寄りの郵便局(ゆうちょ銀行)にてお手続き下さい。 

■期  間  ２０２１年１２月７日 ～ ２０２２年５月３１日 


